












































（ヂャストミン N）を 3g/L用い、浴比 1:20 で、70℃ 2 時間、糊抜き処理を行った。糊抜き布は水で














オーガニックコットン、普通綿、生木綿の 100 × 100mmの布を用いて、水分率を求めた。まず、
それぞれの繊維において、糊抜き・精練処理を行わなかったもの、糊抜き処理のみ行ったもの、糊
抜きと DBS・AEを用いた精練処理（2.2．記載の 4通りの精練条件）両方を行ったもの、計 6種の
処理条件の布の標準状態における重量を、恒温恒湿室（20℃ 65%RH）にて塵埃が入らない状態で 1
週間以上放置した布から求めた。次に、その布の絶乾状態における重量を 105℃に設定したインキュ









浴比 1:200、80℃ 1 時間染色した。染色後は、（株）花王の液体中性洗剤エマール（2.4ml/L）を用い、
80℃ 30 分間のソーピング処理を行った。染色布は、（株）東洋精機製作所のフォトボルト反射率計





種の条件で糊抜き、精練した計 18 種の布の標準状態（20℃ 65%RH）の水分率を Table1 に示した。
Table1　糊抜きおよび各種の精練を施した布の標準状態（20℃ 65%RH）の水分率（%）
オーガニックコットン 普通綿 生木綿
未処理 8.25 8.39 7.92
糊抜き 7.23 8.36 7.99
糊抜き・精練 AE/Na2CO3 8.40 8.34 7.68
糊抜き・精練 DBS/Na2CO3 8.18 8.78 8.05
糊抜き・精練 AE/NaOH 8.66 7.94 7.89





① SUNNOL TSN 5ml/L、NaOH 5g/L
② NOIGEN WS 5ml/L 、NaOH 5g/L
③ SUNNOL TSN 5ml/L、Na2CO3 5g/L





















酸性染料 塩基性染料 酸性染料 塩基性染料 酸性染料 塩基性染料
未処理 0.16 0.49 0.10 0.14 0.10 0.30
糊抜き 0.13 0.46 0.09 0.18 0.10 0.45
精練① 0.12 0.28 - - 0.08 0.36
精練② 0.14 0.38 - - 0.10 0.48
精練③ 0.15 0.45 - - 0.09 0.49
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